
 

 

  

  

  

 

【六中の歴史】 

 

 

 

①          ①昭和３４年５月撮影                             ②昭和３４年５月撮影                              ③昭和５０年度撮影 

上の３枚の写真は、どこの建物かわかりますか？あああああああああああああああああああああああああああ

あ実は、開校当時から昭和６０年までの間使われていた六中の校舎です。（②は①③の校舎の裏側部分です）

あ昭和３４年４月、市川市立第六中学校は、１学年３学級（Ａ～Ｃ組）、２学年２学級（Ａ，Ｂ組）、３学年なしの合計

２４３名の生徒と１１名の教職員で開校しました。開校当時は専用の教室がなく、鬼高小学校の施設を一部借り

てのスタートでした。そして同年５月、当時の校舎が建てられ、現在の場所に拠点を移しました。 

 

 

 

 ④離別式を終え、鬼高小の児童に見送られ引っ越し       ⑤昭和３８年に建てられた講堂兼体育館          ⑥創立２０周年記念で撮影した六中の全景 

当時の施設は２階建て校舎と校庭のみで、その後生徒数の増加に伴い昭和３７年に２階建て校舎の

増設（③の右側部分）、昭和４８年には現在の旧館となる４階建て校舎が建てられました。当時の念願であった

体育館（⑤）は、昭和３８年１月に２階建て校舎の裏側に建てられました。創立 20周年となる昭和５４年に撮影

された⑥の写真を見てみると、現在の施設配置とはだいぶ異なっています。この頃は生徒数も多く、当時の２学年

は１２学級もありました。その後、昭和６０年１２月に現在の新館校舎が、同６１年３月に現在の体育館が建てられ

現在に至っています。ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ

あ六中は今年度で６４年目を迎えます。同じ学校でも時代の経過とともに徐々に学校生活のかたちは変化してい

くものですが、これらのような学校施設や、生徒たちが長年にわたって育んできた伝統や習慣などは、世代を超え

て共通する「六中の思い出」として多くの卒業生の心に残っていると思います。もし皆さんの身近に昔の六中につ

いて知っている人がいましたら、当時の様子を聞いてみてはいかがでしょうか。現在六中生の皆さんも歴代の生

徒たちに負けない、思い出深い学校生活を過ごしてほしいと願っています。 

【合唱祭】 

９月 15日（金）の「オープンスクールデー」は、多くの方にご来校いただき、ありがとうございました。 

10月 17日（火）は合唱祭が行われます。今年度は「市川市文化会館」での開催を予定しています。 

当日はたくさんの保護者の方にご来館いただけると幸いです。詳細は、後日文書にてご案内いたします。 


